
 

共生社会の実現に向けた取組の推進について 

 

平成28年７月26日に、神奈川県立の障害者支援施設「津久井やまゆり

園」において、多くの入所者が殺傷されるという極めて凄惨な事件が発

生した。 

この事件は、被告人が、「障害者はいなくなったほうがいい」といった

間違った考えのもとに引き起こしたと伝えられたことから、障がい者や

その家族、障害者施設で働く職員のみならず、国民全体に言いようもな

い衝撃と不安を与えた。 

また事件発生後、インターネット上において被告人の間違った考えに

同調する意見も散見されたことから、社会の中で障がい者に対する差別

や偏見が助長されるのではないかといった懸念が生じた。 

九都県市を構成する都県市では、これまでも障がい者の暮らしを支え、

理解を促進する取組を進めてきたところであるが、あらためて、一人ひ

とりが障がい者への理解を深め、偏見や差別を無くすことが重要と考え、

平成28年10月26日の九都県市首脳会議において、「障害者が安全で安心し

て暮らせる共生社会の実現に向けた共同宣言」を採択し、決意を示した。 

 そこで、さらに国全体、社会全体として、宣言に盛り込まれた理念の

実現に向けて広く障がい福祉への関心を高め、理解を深めるため、障害

者週間における国の広報などの取組をより一層充実することについて特

段の措置を講じられたい。 
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